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会 議 録 

 

審議会の名称  令和５年第２回桶川市公共下水道事業審議会 

事務局  都市整備部下水道課 

開催日時  令和５年７月２０日（木）午後３時から４時００分 

開催場所  桶川市役所 ３階 ３０３・３０４会議室 

出席者氏名 

（委員） 

 

■１号委員：作山  康 

白根  勉 

檀原  武 

■２号委員：糸井 政樹 

仲又 清美 

■３号委員：日野  努 

■４号委員：小川 圭一 

木村 尚之 

吉田 洋子 

（各号委員ごとに五十音順） 

欠席者氏名 

（委員） 

 

■４号委員：田中二三子 

 

事務局職員 

都市整備部：沖田部長 瀧本副部長 髙木副参事 

下 水 道 課：稲橋副参事兼下水道課長 山村係長 清水係長 

 川上主査 根岸主任 髙橋主任 玉置技師 

事務局補助 なし 

会議の公開 可  ・  不可 
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傍聴者数  ０人 

議 題 
（１）国庫補助金を財源とした工事の完了に伴う評価 

（事後評価） 

決定事項 
国庫補助金を財源とした工事の完了に伴う評価（事後評価）に

ついて、適正とします。 
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審 議 会 経 過 

発言者 発 言 内 容 

事務局 １ 開会 

ただ今から『令和５年第２回桶川市公共下水道事業審議会』を開

会いたします。 

私は、司会を担当させていただきます下水道課の山村です。どう

ぞ、よろしくお願いいたします。 

本日はお忙しい中、審議会にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

お手元に、本日の資料をご用意させて頂いております。 

資料の右上に資料１と記したものがございます。不足がありまし

たら、事務局までお申し出ください。 

 

【資料の確認】 

 

 会議を始める前に、報告させて頂きます。 

本日、田中委員が、商工会女性部の宿泊研修会が入ってしまったため、

欠席となっております。田中委員につきましては、７月１３日に本審

議会の内容を説明させて頂きまして、内容のご理解を頂いているとこ

ろでございます。 

 

それでは、会議に入ります。 

審議会条例第５条第２項の規定では、「会議は、委員の過半数が出

席しなければ開くことができない。」とされております。 

本日は、全委員１０名のうち、９名の委員にご出席いただいてお

りますので、本会議が成立していることをご報告いたします。 

なお、審議会条例第５条第１項の規定に基づきまして、ここから

は作山会長が議長として進行をお願いいたします。 

 

会長 それでは、議長として進行を務めさせていただきます。 

委員の皆様のご協力をお願いいたします。着座にて進行させていた

だきます。 

 

会長 まず初めに皆様にお諮りします。本審議会は、条例第５条により原

則公開となっております。会議の進行に著しい支障が生じることが明

らかであると審議会が認めるときは、この限りではないとなっており

ます。本日の審議会は、公開ということでよろしいでしょうか。 

 

【委員了承】 

 

ご異議がないようですので、本審議会は公開とすることに決しまし

た。 
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会長 次に傍聴人について、事務局より報告をお願いいたします。 

 

事務局 審議会条例第５条第４項に規定する傍聴人はございません。 

 

会長 ２ 議題等 

それでは、次第２『議題等』に順次入らせていただきたいと思いま

す。 

議題等の（１）国庫補助金を財源とした工事の完了に伴う評価

（事後評価）について事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 【説明】 

「国庫補助金を財源とした工事の完了に伴う評価（事後評価）」 

【スライドを使用し説明】 

 

会長 事務局から、『国庫補助金を財源とした工事の完了に伴う評価（事

後評価）』ついて説明がありました。何かご質問はありますでしょう

か。 

 

副会長 計画が全体として５２３ｈａあり、今回の計画における整備の目標

値を６４．４％とし、３地区での整備を予定していたが、坂田地区雨

水管整備事業を行わなかったのに、６５．５％となったのはどうして

か。 

 

会長  事務局、説明をお願いします。 

 

事務局  はい、今回は日出谷地区で浸水被害がでたことから、日出谷地区の

整備を優先し、日出谷地区の整備を予定より多く行ったことから目標

値を超えたものでございます。 

 

副会長 今回やらなかった坂田地区を計画に入れていたのはどうしてか。 

 

事務局  はい。坂田地区は、圏央道整備事業に併せて行ってきておりました

が、今のところ冠水等の被害がでていないことから、優先順位を付け

たときに低い順位となっています。当初から全く整備が必要のない地

区という判断ではなかったことから計画に入れているものでござい

ます。引き続き今後の雨水被害によって、整備の判断をしてまいりま

す。 

 

会長 当初の目標値は、６４．４％でどの地区を整備したとしてもそれを

上回ることが重要ということですよね。それで、整備する地区は全体

の計画の中で柔軟に対応していってよいというものということです

ね。 
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１つお聞きしたいのですが、目標値を６４．４％とした根拠につい

てお願いします。 

 

事務局 はい。事業認可を頂いている地区には、基本計画というものがござ

いまして、その基本計画に基づきまして、５年間でできる整備を試算

いたしまして、それに対して概算費用を計算し、目標値を設定した結

果、６４．４％となったものでございます。 

 

会長 多くの整備をしようとしても、補助金を頂いたとしても５割は市の

負担になる訳ですから、予算の確保ということもありますから、それ

は優先順位を付けてということになりますよね。 

他に質問ある方いらっしゃいますか。 

 

委員 まず、日出谷の工事は区画整理除外区域をやってということです

か。 

 

事務局 区画整理事業との境目となります。 

 

委員 坂田地区は状況をみて、被害がなかったことから日出谷地区を優先

させたことについては、１つの評価をさせて頂きたいと思っておりま

す。 

平成３０年から令和４年度までの計画の中で、ハザードマップ等を

考慮しながら、どういう整備をしていったら雨水被害が起こらないか

ということでやったと思いますが、例えばここ２週間でとんでもない

雨が降って、特に秋田県の駅前などのように、被害の状況が年々高ま

っていると思うが、今回の工事などはそうしたものにも対応できるの

か教えてください。 

 

事務局 委員おっしゃるとおり、雨水の被害状況が年々拡大している状況で

ございます。雨水につきましては、国の方でもこういった対策に本腰

を入れてきている状況でございまして、シミュレーション等の活用等

も含めて、今後の課題となっている状況でございます。 

 

会長 はい。今ご質問頂いた内容は大変重要で、基本は時間５０ミリ対応

位を未整備地区から進めていて、まずは整備を終わらせるのが第１段

階で、その次に集中豪雨などの対応に向けてさらに大きな計画を作っ

ていくということになるのでしょうかね。 

他に質問はございませんか。 

 

委員 駅周辺地区の整備については、非常に交通量もあって、地下埋設物

もあって、非常に工事が大変だったと思うのですが、せっかくですの

で大変さの説明と資料で契約額と補助基本額に開きがあって、市が負

担した工事費も結構な額となっているのでその辺の説明をお願いし
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ます。 

事務局 地下埋設は、水道管、ガス管、ＮＴＴのケーブル、上空では東京電

力の電線管などが交錯しておりました。主に県道の下を整備するた

め、埼玉県の北本県土整備事務所主導で、占用調整会議という埋設物

をどう整理するかという会議を複数回開催し、移設や撤去などの協力

を得て工事を行いました。 

また、交通量が多い場所での工事となりましたことから夜間工事と

したり、特殊部材を用いたりしたため、通常の工事ではない部分の費

用につきましては、補助金の対象外となってしまい、市の負担が増え

たものでございます。 

 

会長 他に質問よろしいでしょうか。 

事務局の説明をもとに、我々公共下水道審議会としては、国庫補助

金を財源とした工事が適正に行われているという評価ができるので

はないかと思いますが、皆様よろしいでしょうか。 

 

会長 はい。ありがとうございます。 

ご異議がないようですので、適正に行われたと認めます。 

本日の議題は以上となります。 

これで本日の会議を終了と致します。 

なお、議事録の確認は、名簿順になりますので、檀原委員と糸井委

員になりますのでよろしくお願いします。 

 

事務局 ３ 連絡事項 

作山会長、どうもありがとうございました。 

最後に、次第３『連絡事項』に移りたいと思います。 

事務局よりお願いします。 

 

事務局 【説明】 

「公共下水道事業の啓発活動について」 

「使用料改定の周知について」 

「第１期審議会の終了について」 

 

事務局 ４ 閉会 

 以上をもちまして本日の桶川市公共下水道事業審議会を閉会いた

します。 

 委員の皆様方におかれましては、長時間にわたりご協力いただきま

して、ありがとうございました。 

 

以上 


